
（１）補助事業者について

【商店街組織】

【民間事業者】※連携体を構成して事業を実施する場合は記載のこと

（記載上の注意）
（商店街組織、民間事業者がそれぞれ複数になる場合は、適宜記載欄を追加してください。）

所在地
〒○○○－○○○○
　○○県○○市○○町○○番地

担当者
役　職：事務局長

氏　名：○○　○○

法人番号
※国税庁が指定した番号

○○○○○○○○○○○○○ 担当者連絡先
電話：○○○－○○○－○○○
ＦＡＸ：○○○－○○○－○○○
Ｅ-ｍａｉｌ：○○○＠○○.○○
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名称 ○○商店街振興組合 代表者
役　職：理事長

氏　名：○○　○○

設立年月日 ○○年　○月　○日 中小指針の適用 有 ・ 無 中小会計要領の適用 有 ・ 無

組合員数
（加入者数等）

○○名
商店街を構成する
店舗数

○○店舗
商店街内の
空き店舗数

○○店舗

所在地
〒○○○－○○○○
　○○県○○市○○町○○番地

担当者
役　職：企画担当

氏　名：○○　○○

法人番号
※国税庁が指定した番号

○○○○○○○○○○○○○ 担当者連絡先
電話：○○○－○○○－○○○
ＦＡＸ：○○○－○○○－○○○
Ｅ-ｍａｉｌ：○○○＠○○.○○

商店街の概況
（特徴、立地、店舗
構成、来街者の概
況、取組状況、商店
街が抱える課題等）

　○○商店街は○○駅から○ｍ・徒歩○分に位置する、○○市の玄関口ともいえる中心的な商店街である。商店街は飲食店○店舗、物販店○店舗（日用雑貨品店
○店舗、薬局○店舗、服飾店○店舗）、サービス店○店舗（マッサージ店○店舗、ネイル店○店舗）等、計○○店舗で構成されており、創業○○年の和菓子屋等
も残るなど、昔ながらの地域住民密着型の商店街である。
　来街者の多くは○○であり、○○○○を○○○である。また、駅の近くに位置することから、平日には通勤・通学者によりサラリーマンや学生等も多く訪れて
いるが、学校・仕事が休みになる土日祝日には人通りが途絶えてしまう傾向にあり、休日の来街者確保が課題となっている。
　現在、○○商店街では四季に応じて様々なイベントを実施しており、夏には「○○商店街夏祭り」、冬には「○○商店街年末祭」等を開催しているほか、まち
ゼミ等についても積極的に取り組んでおり、各イベント開催時には多くの方々が訪れるが、恒常的な来街者増にはつながっていない状況にある。

意欲ある若手リー
ダー、青年部、女性
部等の活動

　女性部はこれまでも○○○や○○○などの活動をしており、独自で○○○を開催するなど商店街活動への積極的な参画がある。今回の○○○も女性部が中心と
なって開催することで、○○○の効果があると考える。

名称 特定非営利活動法人○○ 代表者
役　職：取締役

氏　名：○○　○○

設立年月日 ○○年　○月　○日 中小指針の適用 有 ・ 無 中小会計要領の適用 有 ・ 無

資本の額
又は出資の総額

○○○万円 従業員数 ○○名 主たる業種 ○○業

活動状況
（当該地域のまちづ
くりやコミュニティ
活動への参画状況）

　○○商店街に拠点を構え、○○商店街が実施している「夜間の商店街見守り事業」の事務局機能を担っているほか、半年に１回のペースでまちゼミを開催。そ
の他、○○商店街の定例会（月に１回）にも出席し、意見交換等を実施したり、イベント事業の開催においても企画段階から携わり、当日の人的配置等に協力し
ている。

中小指針、中小会計要領の適用有無について、該当するものを○で囲んでください。

なお、適用の有無は、本事業の採否に影響ありません。

中小指針：会計専門家が役員に入っている会計参与設置会社が拠ることが適当とされているよ

うに、一定の水準を保った会計処理

中小会計要領：中小指針に比べて簡便な会計処理をすることが適当と考えられる中小企業が利

用することを想定した会計処理

（ご参考：http://www.chusho.meti.go.jp/zaimu/youryou/index.htm）

商店街の特徴、立地状況、店舗構成、来街者の概況や商店街活動の取組状況、現在商店街が

抱えている課題等について具体的に記載してください。

国税庁が指定した１３桁の法人番号を記載してください。（法人の場合のみ）

（法人番号公表サイト（国税庁）：http://www.houjin-bangou.nta.go.jp/）

連携体として申請する場合、民間事業者がこれまで当該地域のまちづくりやコミュニティ活動へど

のように参画してきたかについて具体的に記載してください。

商店街の正式名称（○○商店街振興組合、△△商店街協同組合等）を記載してください。

※定款・規約等に記載されている正式名称を記載すること。

国税庁が指定した１３桁の法

人番号を記載してください。
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（２）事業計画
　①補助事業の概要

　②地域の連携・協力体制

事業概要説明

※実施予定の事業の詳細を
記載してください（整備す
る施設・設備等の具体的な
内容等）

【実施予定の事業】
　来街者が少ない休日に○○商店街へ誘導するためには、周辺エリアに居住する地域住民はもちろんのこと、○○駅利用者をも取り込む必要がある。商店街内で
憩いの場となるようなコミュニティの場を構築し、そこを拠点として、地域資源を活用した商店街オリジナル商品の開発や普及に取り組むことにより、当商店街
のブランド化、付加価値の向上を図る。
　○○商店街において実施したニーズ等調査によると、商店街に求められる機能として○○や○○、また○○といったものが数多く挙げられ、これらに応えるこ
とが○○商店街の活性化につながるものと考えられる。地域住民ひいては○○駅利用者の取り込みには○○や○○といった取組が有効的であり、特に○○につい
ては独自のノウハウが必要なことから、連携先であるＮＰＯ法人○○のほか、○○市、○○会議所等関係団体とも連携して実施していく。
　具体的には以下の事業を実施する予定である。

①○○○【地域交流】
　商店街内に存在する空き店舗を買取り、○○も実施可能なコミュニティ施設を整備する。この際、○○○を○○○として、○○○や○○○など○○○の○○○
を利活用した○○○○を実施し、○○○に対して○○○していくことで、事業の更なる効率化を図ることが可能となると考える。

②○○○【地域資源活用】
　①で整備した○○○において、○○○地域で○○○サービス等を展開しているＮＰＯ法人○○○と連携して、商店街をＰＲできるような商品の開発や、○○○
を対象とした○○○を併設し、○○○や○○○などを行ったり、定期的に○○○を開催する。さらに、○○○を合わせて実施し、○○○が気軽に立ち寄り○○
○、○○○ができる拠点とする。
　また、○○については独自のノウハウが必要となることから、○○市や○○商工会議所等と緊密に連携していくこととしている。
　
【整備する施設・設備等】
　現在空き店舗となっている○○の改装工事（内装工事）、放送設備の導入、商店街ブランド商品のためのショーケース等

地域商店街活性化法
による計画認定

有　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　無

事業実施体制

※商店街組織と民間事業者
の連携体の場合は、それぞ
れの役割分担や実施体制に
ついても記載してくださ
い。

　○○商店街は、買取り予定の空き店舗の地権者との調整や、各関係機関との調整、また本補助事業に係る経理等を担う。理事長は地権者との調整、理事ＡはＮ
ＰＯ法人○○や関係機関等との連絡調整、また補助事業に係る進捗管理、事務局員Ａは経理等の事務を担当する。

　ＮＰＯ法人○○は、施設整備の計画・運営等を担う。代表が本事業の全体統括として、実施状況の管理、監督を行い、事務局長は○○商店街と連携して○○を
担当する。

　また、本事業の実施にあたっては、○○市や○○商工会議所等が○○や○○について助言や人的支援について協力を表明しているほか、地元大学の○○大学○
○○○教授から商品開発に向けた指導等を受けることとなっている。

事業名 ○○と連携したコミュニティ施設整備と地域資源である○○○を活用した○○商店街ブランド向上事業

事業実施場所 ○○商店街振興組合（○○にある空き店舗）

地域のまちづくり計画等との
整合性
【地方公共団体のまちづくり
計画に関する資料を添付のこ
と】

平成○○年度に実施した○○○○計画、第○章「○○○○」３．○○○○において、○○○地域の○○○○について触れられており、当該事業と○○○○
の点において○○○○の関連性がある。

補助事業実施
予定期間

平成○○年　○月　○日 ～ 平成○○年　○月　○日

事業実施にあたって
の調査・分析等の内
容、根拠

【ニーズ調査】
①「商業統計／人口統計　平成○○年度～平成○○年度」
②「平成○○年度　○○市○○○調査」
③「平成○○年度　消費動向調査」
④「平成○○年度　○○商店街活性化に向けたアンケート調査」
　○○○調査によると、○○地区在住の住民のうち○○％が○○○を望んでいるものの、実際には○○○によって整備されておらず、早急に○○○機能の充足が
求められていることがわかった。これは、他の○○○と比較すると○○％も多く、当該地域における○○○に対する要望の大きさがうかがえる。
また、○○○調査においても、○○○商店街のメインターゲットである○○○から、○○○の不足が指摘されており、「○○○○○○」という声が寄せられてい
る。市内の○○○の場は○○地区にしかないことから、○○％の住民から、当該地域に○○○が整備された場合には○○○○として利用したいとの回答を得た。
※調査結果をふまえ地域住民等が求めるニーズを具体的な数値等を示して記載すること

【マーケティング調査】
①「平成○○年度　○○市商圏調査」
②「平成○○年度　○○地区の現状と○○○○報告書」
③「平成○○年度　○○商店街通行量調査」
　商圏調査より、商店街において○○○○をする割合は平成○○年度から○○％減少しており、これは○○が要因だと考えられるが、○○○○報告書によると○
○では○○％程度の○○○○割合があり、潜在的なニーズは存在すると考えられる。また、○○○商店街交通量調査においても、平成○○年の調査と比較して
も、○○○○はみられない。
上記ニーズ調査に加え、○○○調査においては、調査対象者のうち○○％が、本事業が実施されれば利用したいとの意向があり、利用頻度については○○程度と
の回答が多かった。本事業を行うことで、約○○○の利用者数が見込まれ、且つ、○○○における○○○○から事業の採算性もあり事業継続は可能と考える。来
街者の増加により、○○○○の効果が期待でき、自立継続的な運営ができる。
※具体的な根拠数値をもとに、事業継続性、採算性があり自立継続的な運営可能性を示すこと

当該補助事業の事業目的、本事業を実施する必要性について記載してください。また、事業規模につ

いても、できるだけ詳細に記載してください。

※「地域商店街活性化法」の認定計画に基づく事業については、事前の調査結果も含めて記載してく

ださい。

統計データや外部情報等を活用する場合は、その調査の実施主体や調査時期について明記すると

ともに、そのデータや情報等を確認できる資料も添付してください。

※「地域商店街活性化法」の認定計画に基づく事業を実施する場合は、記載不要です。

事業を実施する市町村等における、当該地域のまちづくりに関する計画・方向性との整合性に

ついて記載してください。

なお、添付しているまちづくり計画に関する資料のうち、どの部分に当該事業との関連性が示さ

れているのかも記載してください。

連携体としての実体が十分に確認できるよう、それぞれの補助事業者の

役割を具体的に記載してください。
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　③事業実施効果

数値

目標
数値

目標
数値

目標
数値

目標
数値

目標
数値

事業実施による効果

　
　○○○事業の実施により、商店街に憩いの空間が整備され、通行量の増加、回遊性の向上が見込まれる。また、これまで休日に来訪のなかった○○駅利
用者が商店街を訪れるようになると考えている。施設整備だけでなく、そこを拠点とした○○商店街オリジナル商店街の普及により、各個店においても商
品のラインナップを見直す等新たな来街者需要を取り込むべく取組をおこなうこととしており、売上高の増加も見込まれる。

目標数値

その他

目
標
数
値
の
根
拠
・
検
証
等

歩行者通行量

【目標数値の根拠】
　本商店街の歩行者通行量は平成○○年から○○年にかけて○○％減少しており、平成○○年の消費動向調査によると地元購買率も○○％低下している。
しかし、本事業で整備する○○の主な対象者と見込まれている当市○○地区の○○世代の人口は、平成○○年から○○年にかけて○○％増加している。今
回実施した○○調査においては、○○世代から○○○に対する要望が多くあり、○○％程度が利用すると想定されている。従って、来街者については、人
口増加率、来街者の世代割合及び利用意向の割合から、○○×○○％×○○％となり、年間○○％の増加が見込まれる。○○世代に加えて、それ以外の世
代の潜在的な○○も存在していると推定されるため、１日あたり○○人の増加を見込み、年間○○％の増加を見込む。なお、平成○○年度は施設オープン
が○○月予定であり、年間での事業効果としては期間が短いことから、○年度の歩行者通行量は今年度と横ばいの目標とする。翌年度以降は当事業の効果
が数字に反映されると見込み、年間○○％の増加を目標値とする。

【事業効果の検証方法】
　評価委員会を設置し、事業効果の検証を行う。補助事業の効果が十分に得られない場合には、○○することにより事業効果の増大を図る

売上高

【目標数値の根拠】
　平成○○年度～平成○○年度の商業統計では、年間販売額は平成○○年に○○円、平成○○年に○○円、平成○○年に○○円と減少が続いている。同様
に、本商店街の年間売上額も○○％と減少しているが、本事業実施および○○○等の商店街の自主取組により新たな来街者が見込まれ、さらに各個店が店
舗の魅力を高める工夫をすることで、来街者○○人のうち○○％程度は購買行動につながると想定されるため、○○％の売上増加が期待できる。

【事業効果の検証方法】
　評価委員会を設置し、事業効果の検証を行う。補助事業の効果が十分に得られない場合には、○○することにより事業効果の増大を図る。

地域ニーズ充足

【目標数値の根拠】
　○○○調査によると、現在、商店街の○○○に対する○○満足度は○○％であったところ、本事業で○○○に取組み、○○○等を活用して積極的に周知
していくことで商店街における○○の認知度を高めて利用者増加につなげる。歩行者通行量の増加を○○％と見込んでいることから、○○％の来街者数増
加のうち○○％の来街者が、商店街への○○○に対する満足度を向上させるとすると、○○×○○％×○○％と現状の満足度数よりも○○％改善すると見
込まれることから、毎年○○％の改善を目標値とし、平成○○年度は○○％を目標値とする。

【事業効果の検証方法】
　評価委員会を設置し、事業効果の検証を行う。補助事業の効果が十分に得られない場合には、○○することにより事業効果の増大を図る。

（単位：人／日） （単位：万円／年） （例：○○○満足度指数） （事業特性に応じ任意に設定）

売上高歩行者通行量 地域ニーズ充足 その他の指標

平成３４年度

平成３３年度

平成３２年度

平成３１年度

平成３０年度

０人／年

○○人／年

○○人／日（平均） ○○万円／年 ○○％事業実施前

事業実施前
測定方法等

○○人／日（平均） ○○万円／年 ○○％

○○人／日（平均） ○○万円／年 ○○％ ○○人／年

※同一月内における平日２日間
の平均値を記入すること

※当該年度１年間の総計を記入
すること

○○について、○○と感じてい
る人の割合

コミュニティ施設利用者数

＜調査日時＞
①平成○○年○月○日
（○○時～○○時）

②平成○○年○月○日
（○○時～○○時）

平成○○年○月
○○店舗へヒアリング調査

（○○年度分売上）

＜調査日時＞
平成○○年○月○日
調査対象：○○人
回答者数：○○人

整備前のため計測不能

○○人／日（平均） ○○万円／年 ○○％ ○○人／年

○○人／日（平均） ○○万円／年 ○○％ ○○人／年

○○人／日（平均） ○○万円／年 ○○％ ○○人／年

歩行者通行量の測定については、イベント実施時等ではな

い平常時の商店街の利用時間に行うこととし、同一月内にお

ける平日２日間の平均値としてください。報告にあたっても、

同様の手法（測定時間、測定場所等）を用いてください。

売上高の把握方法については、原則、商店街等を構成する半数

以上の店舗の当該１年間の売上高の総計としてください。

また、目標数値は、売上高の実測値（○○円）を記載してくださ

い。

地域ニーズの充足を測る指標として、任意の

目標数値を設定してください。

（例：アンケート調査による満足度調査結果

等）

その他については、必須ではありませんが、実施する事業の特性に応

じて、例えば施設を整備する場合には、当該施設の利用者数等につい

て目標数値を設定してください。

ただし、「外国人対応」に係る事業を実施する場合は「外国人観光客

数」について必ず設定することになります。



（別紙１）

事業計画書（支援事業）
　④効果の継続性

　⑤収支計画・自立化計画

補助事業の効果を継続させる
工夫

　本事業で整備したコミュニティ施設については、今後○○や○○等としても活用していく計画である。また、来年度以降は自主事業により新たな商店街
オリジナル商品を開発し、○○商店街の魅力向上を図っていくこととしており、それに合わせたイベント等の開催を随時実施していくこととしている。
　○○商工会議所や地元大学の○○大学、その他地場企業等とも連携体制を構築し、○○商店街活性化について引き続き活動していく予定である。

・収入見積りの根拠
・収支計画
（補助事業期間内及び補助事
業終了後５年間の収支計画）

【収入見積りの根拠】

　本事業による○○商店街オリジナル商品「○○○○○」の販売により○○万円の収入を見込むほか、来年度以降は自主事業において更なるオリジナル商
品の開発を計画している。
　「○○○○○」による収入見込み（オリジナル商品３タイプを開発・販売予定）
　　Ａ（○○○円）×○○○個＝○○○円
　　Ｂ（○○○円）×○○○個＝○○○円
　　Ｃ（○○○円）×○○○個＝○○○円

【収支計画】※補助事業期間内及び補助事業終了後５年間の収支計画について具体的に記入すること

※収支計画は以下のとおり。詳細は別添○参照。

・地域で自立的に継続実施しうる事業という当該補助事業の要件と照らし合わせ、補助事業の効果に継続性を持たせるための取組を具体的に記載してください。

～その他の例～

（例１）施設利用を促進、維持するため、補助事業以外の自主財源によるイベントを○年間○月と○月に定期的に実施することとしており、利用者には利用時に商

店街の実施している○○ポイントのポイントを○○ポント付与することとしている。

（例２）関与団体であるＮＰＯ法人○○の開催する○○教室は現在○○で実施されており、平均○○人／回の参加者があるが、○○の整備後は商店街内の○○

において週に○回の開催を予定しており、また、イベント時にも○○について協力いただくこととしている。

・補助事業者の経営状況をふまえて、可能な限り具体的な数値をもとに整合性のある収入見積もり

を記載してください。

・収入見積もりに即して、当該事業を実施するにあたっての収支計画を記載してください。

・地域で自立的に継続実施しうる事業という当該補助事業の要件と照らし合わせ、補助事業終了後

の自立化の計画（スケジュール等）を記載してください。

収入 支出 備考
平成２９年度 ○,○○○,○○○ ○,○○○,○○○ 事業実施年度
平成３０年度 ○,○○○,○○○ ○,○○○,○○○
平成３１年度 ○,○○○,○○○ ○,○○○,○○○
平成３２年度 ○,○○○,○○○ ○,○○○,○○○
平成３３年度 ○,○○○,○○○ ○,○○○,○○○
平成３４年度 ○,○○○,○○○ ○,○○○,○○○


